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前週と比較しておおむね

1：1.5～2の増減
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前週と比較しておおむね

1：2以上の増減

眼

科

２０２１年第３２週（８月９日～８月１５日）

■定点把握感染症報告状況（週報対象）

２０２２年第２７週（７月４日～７月１０日）

■コメント
１ 新型コロナウイルス感染症

第27週に1,898件の報告があり、前週の約1.4倍に増加しました。
新規感染者数は全国的に増加から急増となっており、オミクロン
株BA.5系統への置き換わりも進んでいます。マスク着用、3密回
避、換気などの感染対策を徹底しましょう。

■全数把握感染症報告状況（新型コロナウイルス感染症を除く）

３ 手足口病
定点当たり3.38人の報告があり、増加が続いています。手洗い

の励行、オムツの適切な処理、タオルの共用を避けるなど、感染
予防対策を心がけましょう。

類型 疾患名 報告数 累計   備考

2 結核 2 58 20歳代、50歳代

3 腸管出血性大腸菌感染症 1 8 20歳代・O157

4 レジオネラ症 1 18 60歳代

5 アメーバ赤痢 1 2 50歳代

5 侵襲性肺炎球菌感染症 1 3 10歳未満

5 梅毒 7 159 20歳代・4人、50歳代・3人

４ ヘルパンギーナ
定点当たり0.75人と、前週と比べて大きく増加しました。

２ ＲＳウイルス感染症
定点当たり2.50人の報告があり、増加が続いています。生後数

カ月までの乳児が初感染した場合は重症化しやすいため、咳等
の呼吸器症状がある人との接触を避けるなどの注意が必要です。
おもちゃや手すりなど手の触れる部分の消毒、手洗いの励行な
ど、感染予防対策を心がけましょう。
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第23週 - 7 12 159 2 4 - 6 2 - 7 - 3 - - - - -
報 第24週 - 10 12 143 3 36 1 8 5 - 17 - 5 - - - - -
告 広島市 第25週 - 8 3 141 2 35 1 9 11 - 15 - - - - - - -
数 第26週 - 13 12 143 - 54 - 8 8 1 42 - 2 - - - - -

第27週 1 9 22 144 - 81 1 7 18 1 60 - 3 - - - - -
第23週 - 0.29 0.50 6.63 0.08 0.17 - 0.25 0.08 - 0.29 - 0.38 - - - - -

定 第24週 - 0.42 0.50 5.96 0.13 1.50 0.04 0.33 0.21 - 0.71 - 0.63 - - - - -
点 広島市 第25週 - 0.33 0.13 5.88 0.08 1.46 0.04 0.38 0.46 - 0.63 - - - - - - -
当 第26週 - 0.54 0.50 5.96 - 2.25 - 0.33 0.33 0.04 1.75 - 0.25 - - - - -
た 第27週 0.03 0.38 0.92 6.00 - 3.38 0.04 0.29 0.75 0.04 2.50 - 0.38 - - - - -
り 第25週 - 0.43 0.35 5.31 0.08 0.60 0.01 0.40 0.14 0.04 0.58 - 0.18 0.02 0.03 0.02 - -

第26週 - 0.43 0.33 4.78 0.09 0.97 0.02 0.41 0.24 0.04 0.93 0.01 0.22 0.01 0.02 0.02 - 0.01
全国

コピー

■定点把握感染症報告状況（週報対象）の推移

本週報は、速報性を重視していますので、今後調査などの結果に応じて若干の変更が生じることがあります。
なお、感染症情報の詳細についてはホームページでご覧いただけます。
URLhttps://www.city.hiroshima.lg.jp/site/infectious-disease/

【問い合わせ先】
広島市感染症情報センター/広島市衛生研究所 〒733-8650 広島市西区商工センター四丁目１番２号

TEL(082)277-6575FAX(082)277-5666E-Mailei-seikatsu@city.hiroshima.lg.jp

「風邪かな？」と感じたら、かかりつけ医や
コールセンター（積極ガードダイヤル）TEL：082-241-4566に連絡・相談しましょう。

全日24時間対応

＊新型コロナウイルス感染症に関する最新の発生状況、相談窓口等については、広島市ホームページ
「新型コロナウイルス感染症に関する情報（https://www.city.hiroshima.lg.jp/site/korona/）」からご確認ください。

■広島市における新型コロナウイルス感染症の発生状況（確定日で集計）

２０２２年第２７週（７月４日～７月１０日）

【参考】新型コロナウイルス感染症を考慮した災害時の避難について

事前の備え
通常の非常持ち出し品に加え、マスクや除菌シート、体温計を備えておきましょう。 また、市が開設する避難所等

だけでなく、安全な場所にある親戚・知人宅等へ避難することも、事前に検討しましょう。なお、安全な場所にいる人
は避難する必要はありません。

避難所の過密状態を防ぐため、追加で避難所を開設する場合があります。広島市からの避難情報等を入手できる
よう、避難誘導アプリのダウンロードや、防災情報メールの登録をしておきましょう。

【参考】新型コロナウイルス感染症を踏まえた災害時の避難について https://www.city.hiroshima.lg.jp/site/saigaiinfo/152651.html

広島市避難誘導アプリ「避難所へGo！」 広島市防災情報メール
iPhoneの方 Androidの方 空メールを送って登録してください。

【第27週(7月4日～7月10日)】

10歳未満 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 非公表 合計

393 325 271 309 262 163 76 61 38 - 1,898

【累計報告数（7月10日)現在】 ※2020年からの累計報告数です。

10歳未満 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 非公表 合計

13,653 13,840 16,026 14,739 14,105 8,467 4,458 3,325 2,959 67 91,639

大雨に見舞われやすい時期です。新型コロナウイルス感染症を考慮した災害時の避難について事前に考えましょう。


